
ヘイケボタルヘイケボタル

ヤブツバキ
／１月～
ヤブツバキ
／１月～

オミナエシ
／９月～
オミナエシ
／９月～

※園内の動植物について、管理者の許可なく採取・持ち帰りすることはできません

公園で出会える生きものたち

公園で出会える植物たち

ミヤマクワガタミヤマクワガタ

ニホンノウサギニホンノウサギキジキジ

ハグロトンボハグロトンボ

ニホンアカガエルニホンアカガエル

ミヤマカラスアゲハミヤマカラスアゲハ ナツアカネナツアカネ

ミナミメダカミナミメダカ 二ホンイシガメ二ホンイシガメ

トノサマガエルトノサマガエル

ルリビタキルリビタキ

カヤネズミカヤネズミ

タイコウチタイコウチ

セトウチ
サンショウウオ

セトウチ
サンショウウオ

ノスリノスリ

ヤマザクラ／４月ヤマザクラ／４月

ササユリ／６月ササユリ／６月 キキョウ／７月～キキョウ／７月～

イロハモミジ
／ 11月

イロハモミジ
／ 11月

ススキ／ 10月～ススキ／ 10月～

ハス／７月～ハス／７月～ヤマモモ／７月ヤマモモ／７月

コバノミツバ
ツツジ／４月～
コバノミツバ
ツツジ／４月～ウメ／２月～ウメ／２月～ ツクシ／３月～ツクシ／３月～

カキ／ 10月～カキ／ 10月～

タコノアシ
／ 10月～
タコノアシ
／ 10月～

リンドウ／ 10月～リンドウ／ 10月～

ヒガンバナ
／９月

ヒガンバナ
／９月

里山体験
里山体験メニュー里山体験メニュー里山体験メニュー里山体験メニュー
耕作などの里山作業と作物の収穫が体験できます！
１時間程度で気軽に参加できるプチメニューです。
毎日、午前と午後に開催しており、里山作業を一緒に
楽しんでから、野菜の収穫体験をしていただきます。

あいな里山公園では四季折々の里山の自然や暮らし、文化をお楽しみいただけるよう、毎日行っている体験メニュー、週
末に行っている体験プログラム、季節ごとに行う４大まつり、団体向けの体験学習など、様々な里山体験を用意しています。

里山作業（例） お楽しみ！収穫（例）

里山体験プログラム里山体験プログラム里山体験プログラム里山体験プログラム

４大まつり４大まつり４大まつり４大まつり 団体利用団体利用団体利用団体利用

土日祝を中心に行っている四季折々の里山を楽しむプログラムです。土日祝を中心に行っている四季折々の里山を楽しむプログラムです。

● 施設の占用利用
園内の茅葺き古民家や農村舞台、
広場などを事前に申請いただくこ
とで占用（貸し切り）利用してい
ただけます。各種イベントの開催
にご利用ください。
（実施例）農村歌舞伎、マラソン大会、
凧揚げ、商業作品の撮影 他

● ガイドツアー
公園のスタッフが動植物や茅葺き
古民家など園内の季節の見どころ
を案内いたします。１時間程度で
ゆったり園内散策をお楽しみいた
だけます。

● かまど体験（300 円／名） 
相談ヶ辻の家でかまどを使ってご
飯と汁物を炊いていただけます。
お米はあいな里山公園で採れた無
農薬米をお渡しいたします。
※お米は利用料金に含んでいます。

野草茶づくり野草茶づくり

干し柿づくり干し柿づくり

畑の手入れ畑の手入れ

ジャガイモジャガイモ

ダイコンダイコン

キュウリキュウリ

里山まつり 10 月中旬
里山の秋の収穫祭。稲刈りや芋掘
りを中心に様々な体験をお楽しみ
いただけます。

初まつり 1 月中旬
新年を迎え、1 年の無病息災と五
穀豊穣を祈願するとんど焼きを行
います。

やまももまつり 7 月上旬
藍那の名産品であるやまももの収
穫をお楽しみいただけます。

田植えまつり 5 月下旬
お米作りの第一歩。昔ながらの田
植えを体験してただけます。

探鳥会探鳥会水辺の生きもの観察水辺の生きもの観察昆虫採集昆虫採集

自然

茅刈り茅刈り

手入れ

炭焼き炭焼きしいたけの菌打ちしいたけの菌打ち

餅つき餅つきしめ縄づくりしめ縄づくり

暮らし

かかしづくりかかしづくり

山菜の天ぷら山菜の天ぷら

食

窯出しピザ窯出しピザあいなうどんあいなうどん

参加費無料！

あいな里山公園の
メインイベント！ 要事前申し込み！

●「しあわせの村連絡口」からの入園
・高速道路利用：阪神高速北神戸線「しあわせの村出入口」下車右折

・一般道利用：「しあわせの村」に入園し、オートキャンプ場北すぐ

●「藍那口」からの入園
・阪神高速北神戸線「藍那ＩＣ」下車右折、小部明石線（県道52号）

を西へ約5分（藍那トンネル通過後すぐ）。

・山陽自動車道「神戸西IC」下車左折、「神戸西インター南」交差点左

折後、小部明石線を東へ約4分（キーナの森通過後すぐ）。

 お車でお越しの場合

 電車・徒歩でお越しの場合
●電車の場合：神戸電鉄粟生線「藍那駅」下車徒歩約20分

　　　　　　 「藍那歩行者口」より入園

●星和台方面より徒歩の場合：星和台5丁目北端にある公園案内サイン

　より鵯越道を徒歩約15分　「相談ヶ辻歩行者口」より入園

●しあわせの村からの場合：しあわせの村「本館・宿泊館前」

　から、あいな里山公園「長屋門前」まで無料送迎バス約15分
無料送迎バス

アクセス方法

国営明石海峡公園神戸地区　

あいな里山公園 管理センター

お問い合わせ

〒651-1104　神戸市北区山田町藍那字田代

Tel. 078-591-8000　Fax. 078-591-8001

ホームページ  https://kobe-kaikyopark.jp

Eメール  aina@kobe-park.or.jp

　明石海峡大橋を中心として、『淡路地区』と『神戸地区』の２地区

からなる全体面積330haの国営公園です。

　公園の基本理念は『自然と人との共生、人と人との交流』。

　淡路地区のコンセプトは「海辺の園遊空間」、“あいな里山公園”の

愛称で親しまれる神戸地区のコンセプトは「里地里山文化公園」。

　地域の里地里山の景観を保全再生し、都市近郊で誰もが気軽に里山

を体験できる公園として、さまざまなプログラムを提供していきます。

「国営明石海峡公園」とは ･･･公園のご利用案内

年末年始（12月31日〜1月1日）および2月の平日5日間 ●休 園 日
●駐 車 料普通車 500円／大型車 1600円／自動二輪・原付 100円

9:30～17:00
9:30～17:00

4/1～6/30
9/1～10/31

9:30～18:00
9:30～16:00

7/1～8/31
11/1～3/31

●開園時間

※入園できるのは閉園時間の１時間前までとなります。

●入 園 料

210 円

210 円

2,100 円

250 円

450 円

290 円

4,500 円

500 円

区　分シルバー（65歳以上）大人（15歳以上）小人（小中学生）

無料

無料

ー

ー

一　般

団　体

年間パスポート

２日間通し券

*1

*2

*3

中学生以下は入園料無料。身体障害者手帳、療育手帳又は精神障害者保健福祉手帳を提示の場合は、
本人およびその付添者１名が入園料無料。

団体は、小学生以上の入園者20名以上（上記手帳および年間パスポートを提示した方を含む）が対象。

年間パスポートは、下記12ヶ所の国営公園が共通で使用可能。

　滝野すずらん丘陵公園 、 国営みちのく杜の湖畔公園 、 国営常陸海浜公園 、 国営武蔵丘陵森林公園
　国営昭和記念公園 、 国営アルプスあづみの公園 、 国営越後丘陵公園 、 国営明石海峡公園
　国営備北丘陵公園 、 国営讃岐まんのう公園 、 海の中道海浜公園 、 国営吉野ヶ里歴史公園
２日間通し券は、購入した国営公園で購入者本人のみ翌日に使用可（払い戻し不可）。

  *

*1

*2

*3

あいな里山公園周辺  広域マップ

ホームページ

SNSで様々な公園情報を発信しています

毎日の体験メニュー
の内容を発信中！

Twitter

イベントの案内や
報告を発信中！

facebook

見ごろの動植物の
写真等を発信中！

ガイドブック

R2.1作成
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